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胚性遺伝子による受精卵・幹細胞の染色体構造の保護作用と DNA 修復
受精卵・幹細胞に多くみられる染色体異常は，生殖補助医療と再生医療の障壁と
なっている。Zscan5b 遺伝子は初期胚（ZSCAN5B（緑），DNA（青））・幹細胞に発
現し，クロマチン構造の安定化と DNA 損傷修復の２つの機構を介してゲノム安
定性に寄与する。初期胚発生および幹細胞の樹立・維持に重要な遺伝子発現の適
切な誘導により，安全な生殖補助医療と再生医療の実現に寄与するものと期待さ
れる。（Ogawa S, et al. Stem Cell Reports；12：1366-79.）� （吉村　𣳾典）
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